
本研究所は、都市・建築の環境工学、建築設備工学及びその他これらに関連する分野の基礎的、応用的

調査・研究を行うことを目的にし、1968 年、大澤一郎の提唱によって関東学院大学が附置する研究所

として創設された。2005 年、文部科学省学術フロンティア推進事業としてリニューアル工事を行い、

総合的なサスティナブル建築＝環境共生技術フロンティアとして再生・改修されたことにより、建物全

体は、総合的研究施設であると共に、一つの大きな環境共生技術のための実験装置となっている。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関東学院大学 大沢記念建築設備工学研究所    

大沢記念建築設備工学研究所 

1949(昭和 24)年 12 月 学制改革により関東学院が新制大学に昇格。大澤一郎は関東学院大学

教授となり工学部建築学科長に就任。 

1959(昭和 34)年-1960(昭和 35)年 大澤の後輩や教え子、建築設備界の有志により、建築設

備工学研究所の設置に協力する｢大沢先生を記念する

会｣が結成される。 

1963(昭和 38)年 4 月 建築学科内に「設備」、「構造」、「デザイン」、「建築」の 4 コース制を

採用。設備が初めて独立確認される。 

1963(昭和 38)年 7 月 学内に建築設備工学研究所建設のための活動組織を発足。 

1964(昭和 39)年 1 月 工学館の竣工に伴い、建築設備工学科として初めて研究所を開設。 

1965(昭和 40)年 1 月 19 日 建築学科から分離し、わが国で初めての建築設備工学科が文部

省により認可され、新学科として開講。 

1968(昭和 43)年 5 月 18 日 大沢記念建築設備工学研究所の竣工。相川学長により開所式が

行われ、大沢一郎教授が初代研究所長に就任。 

1969(昭和 44)年-1971(昭和 46)年 大学紛争により大学は約 2 年間機能を失い、研究所も

産学協同などを理由に学生集会場として占拠される。 

1974(昭和 49)年 6 月 関東学院大学大沢記念建築設備工学研究所規定の制定、施行。 

1976(昭和 51)年 武藤暢夫教授が中心となり、建築設備研究所報の発刊の準備開始。 

1977(昭和 52)年 研修生の受入れ開始。 

1978(昭和 53)年 3 月 建築設備研究所報、第 1 号の発刊。 

1978(昭和 53)年 委託研究内規等を制定、施行。 

1978(昭和 53)年 10 月 第 1 号の受託研究として｢地下変電所換気並びに騒音に関する調査

研究 第 2 報」を東電設計株式会社と受託契約。 

1978(昭和 53)年 文部省、各都道府県の工業高等学校内に 1 か所以上の設備科を設置するこ

とを各都道府県に指示。 

1988(昭和 63）年 12 月 研究所 4 階に建築設備資料室を開設。 

1989(平成元）年- 建築設備資料室整備事業として、歴史的由緒を求め、関東学院三春台校舎、

農林中金ビル、第一生命ビル、遺愛女子高等学院暖房設備(北海道)などの

調査記録、寄贈物品搬入などを逐次行う。 

1990(平成 2）年 10 月 函館の遺愛女子高等学院、同本館の建築及び蒸気暖房設備の調査実施。 

1992(平成 4）年 2 月 外来研究員と委託研究に共同従事。 

2005(平成 17）年 4 月 文部科学省学術フロンティア推進事業として、大沢記念建築設備工学

研究所をリニューアル工事。竣工。 

 

沿革 
 

所員と研究分野 
 
李 祥準 Sangjun YI 建築・環境学科 准教授 

建築経済・建築生産・建築構法分野 

遠藤 智行 Tomoyuki ENDO 建築・環境学科 教授（所長） 

建築環境工学（空気・熱）、換気・空調設備分野 

大塚 雅之 Masayuki OTSUKA 建築･環境学科 教授 

給排水衛生設備、建築環境工学分野 

新明 加奈子 Kanako SHIMMYO 建築・環境学科 研究助手 

建築環境工学分野 

中村 秀親 Hidechika NAKAMURA 建築・環境学科 専任講師 

建築環境工学、電気設備分野 

本沢 彩 Aya MOTOZAWA 建築・環境学部 専任講師 

共通科目（英語） 

山口 温 Haru YAMAGUCHI 建築・環境学科 准教授 

建築環境工学（熱・光）分野 

ヤップ･ミンウェイ YAP MINWEI 建築・環境学科 研究助手 

建築デザイン分野 

外部研究員 
 重藤 博司  所属：TOTO(株) 

豊貞 佳奈子  所属：福岡女子大学 教授 

新村 浩一  所属：三機工業(株) 総合研究所 

木村 文雄  所属：山形大学 

加藤 雅裕  所属：加藤建築環境研究所 

山野 裕美  所属：シミズ･ビルライフケア 

平井 健嗣  所属：平井建設(株) 

張  哲     所属：中国国家住宅中心 

讃岐 亮     所属：東京都立大学 助教 

栗原 広佑  所属：熊本県立大学 講師 

李 孟杰     所属：国立台中科技大学 教授 

魏 誠浩     所属：岡山大学学術研究院 助教 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

関東学院大学 施設紹介  

関東学院大学 大沢記念建築設備工学研究所  

金沢八景キャンパス 建築・環境棟（5 号館）の環境・設備技術 

1 3 2 周辺環境を読み、調和する 自らが調整し、実践する 継承し、発展へと学ぶ 

1 

ｸｰﾙ/ﾋｰﾄﾁｭｰﾌﾞ 

地中熱利用ﾊﾟｲﾌﾟ 

バランス式換気窓 
（MDS 排気用） 

MDS 利用の外気予熱 

床吹出し空調 
（給気口切替型） 

天井放射空調 
調湿型外気処理機 
天井裏熱回収ファン 

熱回収型外気処理機 

シーリングファン 
太陽光発電 

垂直ルーバー 

バラ緑化 

6 

7 8 

2 

9 

10 

13 

3 

11 

4 

14 

露出現し天井 14 

階段室利用自然換気 5 

マルチモードダブルスキン（MDS） 
MDS 利用自然換気 
MDS セパレータ     

可動式水平ルーバー 

ルーバー型放射空調 

12 

ﾏﾏﾙﾙﾁﾁﾓﾓｰーﾄﾄﾞ゙ﾀﾀﾞ゙ﾌﾌﾞ゙ﾙﾙｽｽｷｷﾝﾝ（（MMDDSS）） 垂垂直直ルルーーババーー 可可動動式式水水平平ルルーーババーー ｸｸｰーﾙﾙ//ﾋﾋｰーﾄﾄﾁﾁｭｭｰーﾌﾌﾞ゙ 地地中中熱熱利利用用ﾊﾊﾟ゚ｲｲﾌﾌﾟ゚ 天天井井放放射射空空調調 地地中中熱熱利利用用放放射射パパネネルル 8 1 3 10 4 2 13 

5 階 製図室 
外気処理ダクト吹き空調 
+ｼｰﾘﾝｸﾞﾌｧﾝ+床置室内機(GHP) 
軽量鉄⾻天井にあわせて壁ダクト
吹き空調を採⽤。⾼天井空間のた
めｼｰﾘﾝｸﾞﾌｧﾝにて環境向上を図る。
⼤量外気も空調機で処理する。 
 

4 階  研究室・学⽣演習室  
天吊り PAC＋ 
全熱交換換気システム 
天井露出として設備機器を⾒える
化し、実物を⽬にし、施⼯⽅法や
メンテナンスを学修する。 
 
 

3 階 スタジオ 
天井放射空調＋ 
調湿型外気処理機 
建築学の主体となるスタジオ教室
で、体感する環境として、天井放
射空調＋調湿外気処理による静穏
で快適な環境を実現する。 
 

1 階 ラウンジ 
ルーバー型放射空調＋PAC 
＋全熱交換換気システム 
地中熱を活⽤した放射空調システ
ムを採⽤。空間に意図的にムラを
つくり、より⾝近に体感する。 
 

1 階 多⽬的ホール 
床吹出し空調 
 
⾼天井空間に床吹出し空調を採
⽤。収納式段床席にあわせ冷房時
と暖房時の給気経路を切り替え可
能とする。 

12 

2 13 9 

各室空調方式の特徴 

 

水質管理・維持
節水

緑化スクリーン

既存建物

緑化スクリーン

ダブルスキン

雑用水槽
(既存高置水槽)

ソーラーチムニー

熱交換杭

地熱利用

自然換気

断熱
ヒートアイランド抑制

断熱（冬期）

日射遮蔽（夏期）

採暖（冬期）

熱除去（夏期）

ナイトパージ
蓄熱壁

雨水貯留槽
(既存蓄熱槽)

クールチューブ水平
パイプ

実験テラス

フィーレンディールトラス

屋上緑化・ビオトープ

N

熱（空気）

熱（上水）

雨水

サスティナブル・リニューアルされた 
設工研（大沢記念建築設備工学研究所）の環境設備技術   

設 工 研 
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